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InSearchResearchintotheDevelopmentofKendo
oftheOriginsoftheShinaiStrike:Examinationofthe
``HikitaBungorouNyudouSeiunsaiErrantryJourna1"
NAGAOSusumu
TheformofphysicalexerciseknownasKelldo(theJa1〕aneseartoffencing)consistsprincipally
ofa``Shinai"(bamboosword)andprotectiveequipment.Theshinaiwasconceivedinthesate
MuromachiPeriodandtheprotectiveequipmentcameintouseintheearlyEdoPeriod.Althoughinre一
centyearsmuchresearchhasbeenconductedtivithregardstotheconceptionandpopularisationofthe
protectiveequipment,researchintotheconceptionandpopularisationoftheshillaihasnotbeenas
thorough.
Therefore,thlsdocumentincludesconsiderationsregardingthepopularisationoftheshinaiand
Sh'
・
1nalStrikeSwordsmanshipderivedthroughconsiderationsenteredintheHlkitaBungo1`ouNyudou
SeiunsaiErrant1'yJournalsubmittedbyP[ikitaBungoroutohisIordHosokawaTadaokiin1601fo110w一
in9hi:sixyearerrantrytourfrom1595to1601.HikitaBungorouwasadiscipleofKami-izumHse-no・
Kam1
■
wnofoundedtheShinkage-ryuSchoo隻anddeve豊openpractisetechniquesfortheごTukuro
Sh'1na1
●"(
shinaiencasedillaleathersheath).Thecollc垂usionsdrawnaresummarisもdasfoliows.
1.Ataroundl600,themainweaponofchoicewaspredominantly出c``Bokuto"(hardwood
sword).Howe¥er,thereweresomesclloolsotherthanShinkage-ryuthatemPloyedtheshinai(caller
``Shillae"atthetime)forcontest.
2. Thereweretwotypesofshillae,the豊ongswordandthcshortsword.Theshortswordwas
calledthe``Ko-Shina♂.・
3. Thcrewerernanytechniquesfordeliveringshhlaeblowstothehead,hip,shoulders,hands,
neck,1egsandnose.However,fromthispe19iod,blowswered董匙℃ctedmainly{owardstheheadallda
11eWtypeofswordsmanshipdifferenttothearmouredscvordsmanshipskillsofthePeriodofearring
Stateswasborn.
4. TheShinkage-ryutechniquesandsystemsthatHikitaBungoroustudiedunderKalni-izumi
Ise-110-KamiwerenotthesameastheShhlkage-ryutechniquesthatKami-izumipassedontothe
YagyuShhlkage-ryuSchool.
5. Byt勤ereignofIelnitsuthethirdTokugaw舞Shogun(1623-51),ShinaiS{10ikeSwords璽vans]、ip
hadbeenbroadlypopu董arised,andmuchofthisis縫loughttobeduetotheerrantrytourofHikitaBu11一
goo'OU.
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《個人研究》
剣道の発達過程 に関す る研究
一 「しない打」の源流 をたずねて:
『疋田豊五郎入道栖雲斎廻国記』の検討一
長 尾 進
1は じめに
剣道は,今 回では老若男女が親 しめる生涯体育(スポーツ)種 目として多 くの人がこれを行い,競
技種 目としても国内では全 日本剣道選手権をは じめ として多 くの競技が開催されている。また世界で
は44の国や地域において剣道が行われ,3年 に一度開催される世界剣道選手権 も12回を数え,国 際的
な広 が りをみせ るようにな って久 しい。
、
その剣道 という身体運動文化の中核をなすもの,い いかえれば他の武道種 目や競技種 目との差異を
明確にするものは何であろうか。杉江正敏氏はr剣 道の歴史』総論編において,
しの ぎ うτ・がたな
剣道の淵源 をさ らに細 か くた どると,刀 剣に まつわ る祭祀isの概 念は古代に,n"nづくりの打 刀に
かた し ない
代表 され る日本刀の技術は中世に,伝 書や形による教習体系の整備は近世前期 に,竹 刀と剣道具
を使用 した技法の改革は近世中期以降に,そ れぞれさかのぼることができる。
と述べ,剣 道 という身体運動文化のもつ諸要素 とその発生時期を分類 している2)。これ らのいずれも
が,剣道を剣道たらしめている要素 といえるが,本 稿では,と くに用具 ・技術史的観点からみた,剣
道の 「源流」を尋ねてみたい。
杉江氏が指摘するように,し ないや剣道具(防 共)を 用いての修練が普及 しはじめるのは,近 世中
期(江 戸串期)以 降である。江戸 においては正徳年間(1711～16)における直心影流の剣道具(防
具)の 改良がこの普及に寄与 した とされ,ま た1750年頃の地方流派における剣道具(防Q)を 着用
しての剣術については,仙 台藩の狭川新陰流の事例について榎本鐘司氏2)が・熊本藩 における雲弘流
の事例については筆者3)が報告して きている。 また,最近では中村民雄氏が・直心影流関係史料など
の検討か ら,近世初期から剣道具(防 具)を着用 しての稽古が行われ窟 ・たことを指摘 している4)・
一九 しないについては,舶 の しないのルーツは漸 灘 維 で刺 塾・後期から用いられてきた
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「袋しない」であるとされてきたが,剣道具ほどには,そ の初期普及過程 と,それに付随する剣術の
変質な どについて明 らかにされていない。
ひき た ぶん ご ろう
そこで本稿では,慶長6年(1601)に,新陰流流祖上泉伊勢守の弟子疋田豊五郎によって著され,
主君細川忠興に献上された 『疋田:豊五郎入道栖雲斎廻国記』を分析することによって,こ れらの一端
を明 らかに しょう とする ものである。 同書 に ついては,こ れ まで にも下川潮 『剣道の発達』(1925)
をはじめ,諸書において部分的にとりあげ られているが,こ れを全体的にとらえ剣道用具史 ・技術史
的観点か ら考察 した ものは,ほ とん どみ られな い。
最近,『再現 日本:t』51号(2002)において,佐 伯 修氏に よって 『疋 田豊五郎 入道栖 雲斎廻 国記』
が紹介され,劇 画家の岩明均氏の説を紹介 しつつ,「竹刀片手にスポーツ振興」 という視点からの解
説がなされた。興味ある指摘ではあるが,疋 田や柳生新陰流など新陰流系統の流派が袋 しないを用い
た真意は,そ うした側面だけではない。本稿においても,新陰流系統の袋しないによる修練がもたら
した剣術の変容については言及するが,む しろ木刀 ・しないなどについての記述の多さがもたらす剣
道用具史上の有益さ,また新陰流の形成史などにおいて多 くの示唆に富む史料であることに着 目し,
ト
これらのそれぞれについても考察を加えようとするものである。
皿 疋田豊五郎および 『疋田豊五郎入道栖雲斎廻國記』について
疋田豊五郎藤原景兼。 入道 してか らは栖雲斎 と号 した。一説 に,加 賀 国石川の人で,軍 学 ・槍術 に
秀でた疋田主膳景範(入 道道伯)の 二男 とされ,上 泉伊勢守秀綱(の ち武蔵守信綱)の 弟子 とな り
(甥とい う説 もある),永禄6年(1563),故国上州 を発 して廻 国の旅 に出た上 泉に随 身 して修行 し,
大和柳生の庄まで付き従った。
翌永録7年(1564),上泉は上洛 を前 に して疋 田に暇 を与 え,諸 方遊 歴を命 じた。 『正傳新陰 流』
によれば,こ の とき疋 田は,27歳であった とい う。 元亀3年(1572)7月には,織 田信長の長子 ・信
忠が誓詞 を もって疋田の門に入 り,天 正17年(1589)2刀には,後 の関白秀 次 も同様 に誓詞を もって
門 に入 った5)。
疋田は,肥 後新陰流師範家である和田家に伝わった文書によれば,丹 後宮津城主時代の細川藤孝
(幽斎)に 抱 えられ,ユ50石を食 んだ とされ る6)。一一方,『疋 田豊五郎 入道栖 雲斎廻国 記』の 「奥 書」
(著者 ・年代不詳)に よれば,豊 前小倉城主時代の細川忠興(三 斎。藤孝の子)に 召抱えられ,200
:石で あ っ た,と して い る。
文禄4年(1595),疋田は廻国修行の望 を発 し,剃 髪 して栖雲 斎 と号 し,本 知200石を差 し幽 して
忠興に暇を願い出る。忠興は当初これを許さず,再三の願い樹の末に,よ うや く許された。廻国の順
路(立 ち合 った記録 か ら明 らかな ところのみ)は,長 門 ・石見 ・借書 ・因幡 ・但 馬 ・丹 後 ・丹 波 ・摂
津 ・出雲 ・近 江 ・美濃 ・信 濃 ・甲斐 ・武 蔵 ・下 野 ・江 戸 ・駿 河 ・遠 江 ・三 河 ・伊 勢 ・伊 賀 ・大 和 ・山
城であ り(表1参 照),そ の後再び摂津 に立ち寄 ったのち,大 坂 より船 に乗 り,慶 長6年(1601)2
月15日に小倉へ帰着した。足掛け6年 に及ぶ長旅であった。
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表1『 疋田廻国記』における相手 ・得物等一覧
場所(原 文のまま) 相 手
w一 一一}一 「一 一rr-r
相 手 得 物
冒一 一
同 展 さ
長門
一 一「
交野伊織 木刀 不明
石見濱田
一 一「
片岡伊左衛門
「一 一　
棒
一 一
冒
6尺余
一
伯者大山 信田浮林 杖 トモ棒 トモ見合難キ物 3尺余
因幡鳥取 野上半左衛門
「冒一 一・一言… 一 一 」
「一 一 「一 」
木刀
冒一 一 一 「}一一
一回 一,7-r_一
4尺余
●一 一 一 響冒 「伊冒 　
但馬豊岡 松嶋金弥 木刀(大小) 3尺 余,1尺5・6寸一
丹後吉坂 池田十蔵 輻柄(シナエ) 3尺余
丹波矢原 浅野次左衛門 大木刀 5尺斗 リ
π 　 一」
摂津池田 生田五兵衛
一・
不明 不明
一 一 一・ 「τ一T皿 一,.騨
出雲松江 宗現僧見分難キ坊主 杖 4尺斗 リ
一 億一一 π 冒 「}
近江彦根 宇祢野平蔵 大木刀 4尺5・6寸 斗 リ二見
一 輪P一直
美濃大垣 莚田主殿
一 一
ナ エ)
一 冒 　　一 一 一 一
3尺余
ρ一 」齢 」齢「
信州松本 筑摩右近 木太刀 5尺斗 リ
一 鱒 「 一 「一 ・ 一 一・」 一 一 冒}
甲斐岩本 成田清岩 不明 不明 一 一一 「「一 一 一 一 一『}」 一
武蔵君付 筑摩利兵衛 靹ナへ(シ ナエ) 2尺5寸斗 リ
冒胃一 一 」一}一 一唖
下野今市 大宮源次 太刀 とあるが,木 刀か 5尺余
一 一 畳凹一 一
下野今市 羽武隈隼人(陸奥侍) 木太刀 4尺斗リ
一}π 「 … 」 ・ 「 一
.一二冒江
月 藤津藤内 不明 不明
一一}一 冒一 一「一 一 」一一 ・一 「一 一P」 」 一
駿河岩本 瀬戸半左衛門 不用 不明
「一 一 一 一 「一 皿 一 一 一 一 一 一 」・一」
遠江横須賀 清瀧圖書 棒 6尺斗 リ
「皿一"u一 一 皿
三河苅谷 二村三太夫 木 刀 ・ 3尺斗 リ
齢」 「
一 冒
でノ}勢松坂 上原斎左衛門 不明 不明
r}_一 輪一一・一}曽冒一 ・」一-一 応 }
伊賀上野 篠原一字 シナへ 3尺5寸 斗 り
」一 　 ・}「 冒 π一 「 　
大和松山 丹生藤太夫 シナへ 不明
π 「一一「}F}㎜ 冒 冒 皿 冒　 「}
山賊 富嶋主計 大太刀 とあるが,木 刀か 5尺斗 り
一 一 」 買置 冒「一一 一}」 墨 一円 昌 」一
ほ どな く忠 興か ら召 し出 され,尋 ねに応 じ同年3月 に書 き記 し献1:した ものが,こ の 『疋 田豊玉
郎入道栖雲斎廻国記』で ある。 帰着後 の2JJ18,本 知行150石を宇佐郡 の内に拝領 し,そ の後200
石に加増され,下毛郡諸田村内に拝領した。
また,奥 書 によれば, この廻国記中に 「嶋田」 とあ るのは,嶋 田清六 とい う歩小姓 で,師 ・疋 田の
廻国にあた って師恩 に報 いるべ く,同 じ く暇 を申 し出 て許 され付 き従 った者 である(武 蔵 ・岩槻で
は,嶋 出が立ち合 った記録 もみ られる)。
この廻国 を思い立 った時,疋 田はすでに還暦 を迎 えようとするときであ った。 また,細 川家 に仕官
して久 しく,200石を給 されて いた疋 田が, 何故廻国を望んだのかは謎である。
疋田の没年 については明 らかではない。一一説 にはその後細川家を辞 して, 大坂に出,大坂城内で死ん
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だ といわれ るが,確 証 はない。 また,疋 田の宇 を 「珠田」 「引田」,豊五郎を 「分五郎」「文五郎 」な
どと記す諸書 もあるが,この廻国記の末尾の署名は「疋田豊五郎」であり,疋田が柳生新次郎(厳勝。
石舟斎の長子)に 与えた 「兵法見詰定事」の署名(前 出 『正傳新陰流』所収)も 「疋田豊五郎」であ
る。なお,「疋田陰流」「新陰疋田流」などと称するのは後代の門人が唱えたものであ り,疋田自身は
r新陰流」 と称 した7)。
『疋田豊五郎入道栖雲斎廻国記』は,代 々肥後細川藩において伝えられた。本稿で底本とするのは,
現在,財 団法人 ・全 日本剣道連盟がCD-ROM化して保管する 「鈴鹿家文書」(かつて,大 日本武徳
会武道専門学校が全国に散在する武術関係資料を収集したもので,同校最後の校長 ・鈴鹿登によって
保管さ才1た)所収のものである。なお,すでに筑波大学武道文化研究会編 『新陰流僻書集』下巻に,
渡辺一一郎氏(筑 波大学名誉教授)の 翻刻によるものが掲載されているが,全 日本剣道連盟所蔵本の奥
書には,「熊本武道研究会」の会長をつ とめ,明 治期の肥後新陰流師範 ・和田傳の高弟でもあった財
津志満記の所蔵書であることが明記され,ま た2つ の奥書のうち,後 の方は財津による奥書(大 正3
年3月2口 の 日付あ り)で あ るこ とが判 明 したの で,あ らためて全 日:本剣道 連盟所蔵 本を翻 刻 し,
亀
『新陰流傳書集』所収本 との校合によってこれを補 った。
皿 『疋田豊五郎入道栖雲斎廻國記』の内容
『疋田豊五郎入道栖雲斎廻國記』(以下,本 稿では 『疋田廻国記』とする)が,剣道史において貴重 ・
稀少であると考える所以は,同 時代(室 町末期～江戸初期)の 他の剣術関係文書に比 して,そ の立合
や対戦相手の様子が詳細に記 されていることである。
え もの
なかで も,相 手(全24名)が 手 にす る得物(武 器)に ついては,そ の長さや形状 が:克明に記 され,
じまう
その 内訳は,本 刀が10名,シ ナエ(袋 しない)が5名,棒 が2名,杖1名,棒 とも杖 とも見 分けの
つかな いもの1名,不 明が5名 である(表1参 照)。
1)木 刀 ・棒 ・杖 に関す る記述
き だ ち
木刀(木 太刀,大木刀という記述 も含む)と明記されている対戦相手は,8名である。
た セ♪ つか
た だし,下 野今市の大宮源 次の項 には 「五尺余 ノ太刀」 と記載 されてお り,そ の特徴 は 「柄一・尺三
● ●'寸位ニシ テ
,八 寸程 ノカギヲ附 ケ」 とある。「カギ」 は,「鉤」の ことで,先 の曲が った金属製 の具 で
え
あ り,ま た,鉄 の鉤 に長 い木の柄 をつけた武 具の ことも指 す。 ここでい う 「五尺余 ノ太刀」は,「鉤
付きの長大な木刀」と考える方が自然であろう。
ばかり おお だ ち すじがね
同様 に,山 城の富嶋 主計の項に も,「五尺斗 ノ大太 刀ヲ,四 方二筋 金 ヲ渡 シ,紅 ノウデ ヌキ付 タ リ」
とあるが,も ともと金属である太刀に筋金(木 製品を強固にするために嵌め込む棒状の鉄)を 入れる
に うでノオき
とは考えにくい。これも 「五尺ほどの長い木刀の四方に筋金を嵌め込み,腕 貫(刀や木刀の,柄 や鍔
に革緒を着けてこれに手首 ・腕を通 し,落ちないようにするもの)を 着けたもの」 と捉えるほうが良
いのではない か。 これ らを木 刀に含め る と,木 刀を手 にす る者は10名であ り,こ の廻 国修行 記 に記
されるな かでは最 も多い。
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剣道の発達過程に関する研究一 「しない打」の源流をたずねて1『疋日豊五郎入道栖雲斎廻國記』の検討一 一
その寸法は,短 いもので 「三尺斗 リ」「三尺余」,最も長いもので先にみた大宮源次の 「五尺余」で
あ るが,木 刀 を使 用 す る10名の うち7名 は,4尺 を超 える 「大 木 刀」 であ る。時 代 は さが るが,
171&に著 された 『柳生流 新秘 抄』 には,「木刀寸法」の…項 があ り,
■ ■ ● ● ● ● ● ● わた
長さ三尺三寸三分,柄 の小口鏑 より刃の力種 り一寸余,身 幅七分に削べし。一中略一。(柳生)
● ● ● ■ ● ●
宗矩の擁は,長 さ三尺三寸に切 り,柄七寸,小太刀は一尺九寸に切り,柄四寸にして,条竹 と袋
革のさきに三分ほど問を置かれ しとな り(傍点および括弧内筆者)
と記 されている8)。この ように上泉の新陰流か ら派生 した柳生新陰流では,3尺3寸 程度を木刀の定
寸 として お り,ま た,今 日の木 刀 の一般的 な長 さ も3尺2～3寸 程度であ る。 『疋 田廻 国記』 中の木
つか
刀寸法に関する記述が,全 長であるのか,そ れとも柄 を除いた刀身部分であるのかは助記されていな
いが,い ずれ にして も4尺 を超 えていれば大木 刀 といえ るだろ う。 ・
し ょう
また 『疋 田廻 国記』 に は,棒 が2名,杖1が 名,棒 とも杖 とも見分 けの つかない もの が1名 記 さ
れてい る。 その4名 の うち3名 が,4尺 を超 える棒 ・杖 を手 に してい る。 ただひ とり4尺に満たな い
伯者大山 ・信田浮林の 「捧 とも杖 とも見分けのつかないもの」は,長 さこそ 「三尺余」であるが,
「八角 二筋 金波 シタル 」 もの であ った。
前述 した木 刀 とあ わせてみ る と,木 刀 ・棒 ・杖 な ど,木 製 の得物 を手にす る相 手14名の うち,10
名が4尺 を超える長さの得物を使用 してお り,またなかには八角に削 られているものや,筋 金を嵌
め込 んだ物 もあった。
疋 田の 廻 国 は,文 禄4年(1595)～慶 長6年(1601)の こ とで あ るが,ほ ぼ同時 代 の文 禄2年
(1593)に,神道流 ・諸 岡一 羽の 弟子,岩 間 小熊 と根岸 兎角 とが江戸 ・大手 大橋 にて決 闘 を した お
いほ
り,兎角が 「六角にふ とく喪 う作 り,鉄にて筋がねをわたし,所 々に胱をすへ」た木刀を提げて決闘
の場 に出て きた とい う(日 夏繁高 『本朝 武芸小伝』替玉,諸 岡…羽の項,1714。『武術双書 』所収)0
時 代は さ らに遡 り,永 禄3年(1560),中條流 ・富 出勢源が,神 道 流の梅津 とい う者 と美濃に おい
て立ち合 ったおり,梅津は,「木刀の長三 尺四五寸なるを八角にけづ り,錦の袋に入て」弟子に持た
せた とい う(前 掲 『本朝武 芸小伝』巻五,富 田熱源の項,1714)。
下川潮はr剣 道の発達』(1925)において,「足利の中期以後の戦国時代 より,家康の天下 となる
迄」の武者修行において使用 された武器(得 物)に ついて,
しない
疋田豊五郎の如 き新陰流の流を汲みたる一派は擁を以て試合せ しこと多か りしが如きも,当時一
般に使用せ られた るは,木 太刀 ・棒 ・真剣 ・真槍の類にして時には半弓の如 き飛道具をも使用せ
しことあ り,文革に捧 と称するも,其種類多 く六尺乃至八尺計 りの八角棒を使用せし実例など,
当時武者修行をなせる人々の 日記に見田すことを得。木太刀も同様にして短かきは三尺計より長
きは五尺余の もの を用ひし実例もあれば,又 四方に筋金を渡したる五尺余の木太刀を使用せ しこ
とも見ゆ
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としてい るC)。下川 は,こ れ らの 出典 を一 々明 らかには していない が,上 記 した ように 『疋 田廻 国記』
やr本 朝武芸小伝』などに書かれている得物(武 器)の 様子から,この下川の説は十分に裏付け られ
る 。
2)シ ナへ(袋 しない)に関する記述
し ナ え
『疋田廻国記』における最 も特徴的な事柄は,シ なへ(袋 しないのこと)に関する記述が,同 時代
の他の文献に比 して多いことであろう。
前出r剣 道の発達』 では,疋 田の対戦相手がシナへを用いたケースが5例 あるこ とが紹介され,
内容についてはそのうちの3例 のみが部分的に取 り上げられている。本稿では,疋 田自身が用 いた
シナへに関する記述なども含めて全てを取 り出 して整理し,再検討 したい。
『疋田廻国記』に記 されるシナへに関する記述は以 ドの通 りである(但 し,「財津奥書」中のシナへ
に関す る記述 を除 く)。
〈但馬豊:岡・松嶋 金弥 との立合〉
● ● ● τ きっさき
此方 ノシナヘ ヲ木 太刀 ノ切先二指付 レバ,引 貫 テ打,ア マ シテ頭 ヲ打。一 中略一 。如 レ前切前 ヲ
● ● ●
アヤ ツ レバ,小 太 刀ニ テシナヘ ヲ押 ン トス。
〈丹後 吉坂 ・池 田十:蔵との立合〉
しな え 〔縫い》
三尺余 ノ鞘柄先紫 波ニテ ヌヒタ ・ミタ リ。
〈摂津池田 ・生田五兵衛との立合〉
■ ● ● ●
立 合五本,前 二本 打,後 三本小シナヘ ニテ勝。
〈美濃大垣 ・莚田主殿 との立合〉
しなえ ξ恰好}
鞘其外見構恰合共二,丹 後池田十蔵二少モ無レ変,勝 位モ 同前ナ リ。
(岩興}
〈武蔵岩村 ・筑摩利兵衛 との立合〉
し な え
二尺五寸斗 リノ靹ナへ片手打。太刀モ延ビ,ク セモナキ兵法故,奇 特二存,様 子尋候ヘバ,新 陰
流ノ由申候二村,
〈江戸 ・藤津藤内 との立合〉
■ ● ●
戎 車ハ,木 太刀 ・シナエニテサへ頭 ノ上こ トウスマ ジキ ト。
(刈谷}
〈三河苅屋 ・二村三太夫 との立合〉
● ● ●
木刀 ノ先ニ シナヘ ヲ付 レバ,ハ ズサ ンスル。
`ママ}
〈伊賀上野 ・篠原一字 との立合〉
● ● ● さLわ たし ● ● ● きっさ き
三尺五寸斗 リノシナヘニ.,指渡 六寸程 ノ樫鍔ヲ懸ケ,差 出シ来ル。此方 ノシナヘ ヲ切崎二郷留
● ■ ●
ルニ,無 理二神来ル。一 中略一 。シナヘ ヲ捨 テ,我 等が腰 二取ッ カソ トテ,左 ノ手ニテ彼が頭 ヲ
押へ,背 ヲニ ッ打。
〈大和松山 ・丹生藤太夫 との立合〉
ていO● ● いずかた
驚入 タル躰 ニテ,シ ナヘ ヲ捨,何:方ヨ リ御越 ケル,御 名字 ハ ト問。(傍 点 お よびル ビ筆者)
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剣道の発達過程に関する研究一一「しない打」の源流をたずねて:『疋田豊五郎入道栖雲斎廻国記』の検討一
① シナへ(袋 しない)の普及
⊥記 したシナへに関する記述の うち,対 戦相手がシナへを用いたことが明確であるのは,丹 後吉
(岩}受)
坂 ・池 田十蔵,美 濃大垣 ・莚 田主殿,武 蔵 岩付 ・筑摩利兵衛,俳 賀上野 ・篠原一字,大 和松山 ・丹生
藤太夫の5名 であ る。さ らにこのなかで,流 派名がEら かなのは,筑 摩利兵衛の新陰流のみであ
し な え
る0筑 摩 との立合では,筑 摩が 「二 尺1こ寸斗 リノ靹ナへ 」をもち 「片手打」であった とい う。また,
「太刀モ延 ビ,ク セモ ナキ兵法」 であ るので,奇 特 に思 って仔細 を尋 ねた ところ,筑 摩 も疋田 と同 じ
「新陰流」であ ることが判明 した。
シナへ(袋 しない)は,疋 田の師であ り新陰流流祖である」二泉伊勢守信綱によって発明され,新陰
流 において使用 されて きた とさ;れる(前 出 『剣道の発達』,『正傳新 陰流』 な ど)。上泉の考案 による
袋 しないは 「ひ きはだ しない」 とい うものであ り,『正 傳新陰流』(1957)には次の ように記 されて
い る。
ひきはだとは,牛 ・馬皮のやや薄手の良革を撰んで,そ れを索きしめるために,薬粉末を漆の中
●o●
に混ぜてあわしてせしめ漆(瀬 〆漆)を 作り,これを革袋に塗るときは鼠色の暗黒色を呈 して,
あや
,革に縦横無尽に搬ができて強化する。その雛の文(模 様)が,あ たか もひき蛙の肌の色のようで
あ る ところが らひ きはだ と呼び,そ の皮革の縫 い ぐるみ(袋)を,戦 国時代 当時の太刀 ・刀の皮
着せや漆塗 りの鞘に着せて,行 旅や戦陣に出るときに使用した。そのひきはだに,太 さ六一七分
の破竹を,中央部から先の方を割って挿入 したもので,ひ きはだを着せない柄の長さ七寸,刀 身
の長さ二尺五寸,総 長三尺二寸に仕込んだものがひきはだしないである。
やや引用が長 くなったが,新 陰流 において考案され伝承された袋 しないは上記のような ものであ
り,これは今日でも柳生新陰流などにおいて継承されているものである。
しか しなが ら 『疋 田廻 国記』 にみ ら;れる対 戦相手の シナ へ,た とえば,丹 後 吉坂 ・池田十蔵の手に
(縫い〉しな え
するシナへ は,「三 尺余 ノ鞍柄先 紫皮ニ テヌヒタ ・ミタ リ」 とい うものであ った。 また美濃大垣 ・莚
(恰好)'呈しなえ
田主殿の 「鞍其外見構槍合」 も,こ の池 田十蔵 に同 じであ った とい う。 さ らに,伊 賀上野 ・篠原一字
さしわたし● ● ●
のシナへは,「三尺五寸斗 リノシナヘニ,指 渡 六 寸程 ノ樫鍔 ヲ懸 ケ」 とい うものであ った。
これ らは明らかに新陰流の袋しないとは,皮 の色合いや,鍔 の有無において内容を異にするもので
ある。対戦相手が新陰流あるいはその系統であれば,そ の遣い振 り(対戦内容)な どから,疋田はそ
のことを武蔵岩槻 ・筑摩利兵衛の場合のように記すであろう。それが記されていないということは・
これらは新陰流以外の流派 とも考えられ,疋 田が廻国を行った1600年前後 には,新 陰流以外の流派
においても独 自のシナへ(袋 しない)が用いられていた可能性を示唆している・
永禄7年(1564),上泉伊勢守は上洛 し,将軍足利義輝上覧の機会を得,「上泉兵法古今比類無し」
とい う感状 を授け られ たが,翌8年(1565)に は上方 に おいて 「数 百人 の弟子」 を もった とい う
(『正傳新陰流』)。また,『疋田廻国記』にみ られるシナへを使用する対戦相手5名 の所在地は・武蔵
の筑摩利兵衛をのぞいて,他 の4名 は近畿 ・東海に属する。上泉の上洛後ほどな く,袋しないが近
亘84
畿地方を中心に普及 し,他流においてもこれを用いるようになったことは,十 分に推察できることで
あ る。
② 「小シナへ」に関する記述
『疋田廻国記』には,た だ ・箇所 「小シナへ」に関する記述が,摂 津池田 ・生田五兵衛との立合に
● ● ● ●
おいてみ られ,「立合五本,前 二本打,後 三本小シナヘニテ勝。是 ハ,彼 者望来 故」(傍点筆者)と 記
されている。疋田の使用した小シナへについての詳細はしるされていないが,前 出 『柳生流新秘抄』
(1716)に,
■ ● ■ ●
(柳生)宗 矩の挑 は,長 さ三尺三 寸に切 り,柄 七寸,小 太 刀は一 尺九寸 に切 り,柄 四 寸に して,
各竹 と袋革のさきに三分ほど間を置か;れしとなり(傍点および括弧内筆者)
とあ り,ま た,「小太 刀の 稽古」 について
小太刀の稽古を丸橋 と云なり,相手何や うに構るとも,其太刀さきへ吾が右手の肩を くらべ,単
身 に して太刀 さ き三寸へ小太 刀をつけ,鍔 を楯 に して,向 ふ足 よ り直 ぐに仕込な り,一 中略 一,
三尺の太刀に一尺五寸の小太刀を以て勝こと,思無邪の位にあ り,此心持を丸橋 と云ふなり
とあ るのが参考にな るであ ろう。
3)打 撃の部位に関する記述
『疋田廻国記』に記される打撃の部位に関する記述は,次 の通 りである(対戦相手の打撃部位につ
いての記述はほ とん どみ られないため,こ こでは疋 田の打撃のみに限 った)。
● ●o
〈長門 ・交 野伊織 との立合〉「頭 ヲ打」「腰 ヲ沸,右 之肩 ヲ打」
●
〈石見濱田 ・片岡伊左衛門 との立合〉「手ヲ勝事十度二及」。
● ● ●
〈伯者大山 ・信田浮林 との立合〉「左之手 ヨリ頭二懸ケ打」「ツ 寸ケ打こ頭ヲ三ツ打」
● ○
〈因幡鳥取 ・野上半左衛門との立合〉「両手ヲ打」
● ●
〈但馬豊岡 ・松嶋金弥 との立合〉「頭ヲ打」「其手ヲ勝バ」
● ●
〈丹後古坂 ・池田十蔵 との立合〉「首ヨリ右之手二懸ケ打」
● ●
〈丹波矢原 ・浅野次左衛門 との立合〉「頭二當ル」「ツ 寸ケ打二頭ヲ三ツ打バ」
〔t}験}●
〈出雲松江 ・宗規僧難二見分_坊主 との立合〉「頭上二當ル」
●
〈近江彦根 ・宇祢野平蔵 との立合〉「頭ヲ勝」
●
〈甲斐岩本 ・成田溶岩 との立合〉「頭ヲ勝」
■ ● ●
〈駿河岩本 ・瀬戸半左衛門 との立合〉「頭手足ニカケテ小拍子ヲ以,十 五六度勝」
■
〈遠江横須賀 ・清瀧圖書 との立合〉「頭上ヲツ ぐケテ三度勝」
〈三河羅 二 村三太夫との立合〉「郵 船 。帰 』カケ強ク勝」
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〈伊飯 野 穣 原埠 との立合〉「頭ヲ勝」「左・癖 ニカケ跡ノ附程當ル」「音ヲ勝」
〈山賊 ・富嶋主計 との立合〉「者ヲ勝」(傍 点筆者)
この よ うに,疋 田の打 撃につい てみれ ば,頭 ・腰 ・肩 ・手 ・首 ・足 ・鼻 な ど多岐にわ た ってい る
が, 「頭 ヲ打」 という記述 が数多 くみ られ る。
荻生和知 幽 蜘 倦11,砒 較 」.1727)には,「敵 の頭 を 目当1こして打 つを第一 とす る流は ・
治世の結構な り」 とあ る。
かい しゃ
甲冑を着けた時代の,あ るいは想定 しての剣術は 「介老剣術」 とよばれ,甲 冑の重みに耐 えうるよ
う腰を落 とした構 えでの剣術 で,・その斬 撃の部 位:も,眼 ・手 ・足 ・股間 など甲冑の隙間 や弱点 が狙 い
ど ころであ った。 しか し,1543年に鉄砲 が伝来 し,集 団戦 のあ りかた も大 き く変 容 し武 具 も軽装化
さ れ, また世情への不安から武士が打刀を腰にさして歩 くようになったことから,新時代に即した剣
術 (兵法)が 工夫 され るようにな った。
尾張柳生新陰流では介者剣術を 「沈なる身の兵法」 とよび,上 泉伊勢守がこれに変革を加え,柳生
つつたっ
兵庫助利厳の時代(1620年頃)に,平 常服のままのより自由な 「直立たる身の兵法」を確立 したと
い う (これ らについては前出 『正傳新陰流』や,加 藤純一 「素肌剣術期における新陰柳生流の勢法に
関す る研究 一介者剣術期か らの変容 とその発 展」,武道学研究22-3,1990,に詳 しい)。
この点からすれば,疋 田の剣術は,(打撃の部位から見るかぎりではあるが)介 者剣術 ・素肌剣術
双方の要素を含んだものと見ること炉でき,前述 した剣術の変容を裏付けるものといえよう。 もちろ
ん, こののち 島原の乱(1637～38)までは甲冑を着用 しての戦闘は い くつ もあ り,介 者剣術的技 術
が効力を発揮する場面 もあったろうが,1600年前後にはすでに平常服 ・素肌での剣術が確立されつ
つあ った と見るこ とが で きる。
4)新陰流の伝承をめ ぐって
『疋田廻国記』には,新陰流の技法名が散見される。
〈石見濱田 ・片岡研左衛門 との立合〉
● ●
打ニハ先々,片手打突ニハ扇團シテ手ヲ勝事十度二及。
〈伯誉大山 ・信田浮林 との立合〉
南画位ニテ先 ヲ打バ,ウ タレコ ミニ引所打 色見 工候二付,ツ くケ打 二頭 ヲ三 ツ打。
〈因幡鳥取 ・野上半左衛門 との立合〉
● ■‡探 葺
二懸ル。引受々々扇面シテ両手ヲ打。後モ又同ジ。三本霞ニハ逆風ニテニツ勝。
〈但馬豊岡 ・松嶋金弥 との立合〉
此方ノシナヘヲ木太刀ノ切先二指付レパ,引 貫テ打,ア マシテ頭 ヲ灯。次モ又同所也・亦 ト晋
きっ さき
テ,_尺 査六 寸ノ木刀 ヲ左二持,右 之 過差 付来ル。如 レ前 功前 ヲアヤツレバ ・小太刀ニ テシナへ
● ●● ■
ヲ押ソ トス謀 手ヲ勝バ,右 之方二面打ソト色 ドル,其 ノ先ヲ勝・何レモ浮舟 ・励 ノ位ヲ以片
(傍点およびルビ筆者)手打二勝也。
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これ らのうち 「逆風」「浮舟」「残心」は,疋 田の門弟 ・山岡太郎左衛門か ら嶋田佐源太に寛永5
年(1628)に相 伝された諸rl録(『剣道の発達 』所 収)中 にみ られ る太刀 名(技 名)で あ り,「浮舟」
は 「新陰流猿飛巨録」に,「逆風」「残心」は 「新膝位詰之日録」にみ られるものである。 しか し,柳
生新陰流においては,た とえば 「逆風」は 「九箇之太刀」のなかの…太刀であ り,同じ上泉の伝でも
流系によって太刀名や分類が異なることもあ り,これらの技法についての論評はここでは避けたい。
世んだん
ただ し,上記 したうち3箇 所にみ られる 「扇團」は疋 田の得意であったらしく,尾張柳生家の記
録にも遺されている。新陰流中興の祖 といわれる柳生連也斎利包(尾 張柳生)の 口伝書(『連也 口伝
書』,1637。『正傳新陰流』所収)に,
上 ・中 ・下何モ片手太刀こ.テ,クネ リ打二敵 打懸時,太 刀ヲクネ リ打 二打 ヲ トスナ リ。心持,勝
● ● ● ●
口,ニ ツ有。重 々口伝。ア イカケーツ。 コシテ勝 ・ツ。(疋田):豊五郎 ガ,セ ンダン ノ打ナ ド也
(傍点および括弧内筆者)
5
とあ り,『正傳新陰流』の著者柳生隊長によれば疋田のセンダンは,「太刀をクネ リ打に打落す ものに
対する勝目(勝ちを とる手段 ・刀法 一太刀筋 と献身への打付け所)」であるという。
また,武 蔵岩槻における阿部家の家臣 ・筑摩利兵衛 との立合の項も,新陰流の技法成立過程を知る
し な え
上で興味深い。利兵衛が,「二尺五寸斗 リノ靹ナへ」をもっての片手打で,太 刀も伸びやかで癖もな
いので,疋 田が奇特 に思 って尋 ねた ところ,同 流(新 陰流)で あ るこ とがわか った。その太刀筋(か
た)を 見せて も らった ところ,猿 飛 ・三学 ・位詰 までは修 して いるが,天 狗 書を修 めて いな いこ とが
判明 した。 この 「猿 飛 ・三学 ・位詰 ・天狗書」 とい う階梯 は,疋 田の弟子 ・山岡太郎左 衛門 か ら嶋 田
佐源太 に相伝 さ=れた諸 目録(1628)の階梯(r剣 道の発達』 所収)と 同 じであ る。 ただ し,こ れ らの
階梯や太刀名は,前 記したように柳生新陰流とは明 らかにその分類や名称などにおいて異なる。
上泉伊勢守が柳生に逗留して宗厳(石 舟斎)を 教導する前後に,疋 田は上泉のもとを辞し,諸 国行
脚に出ている。筑摩利兵衛の修した新陰流が疋田と同じものであるということは,上 泉が上方へ出る
以前に関東地方において伝えた太刀筋が,疋 田が上泉のもとを辞すまでに修 した新陰流 と同 じである
ことを意味 し,このことは,新陰流の技法成立過程を知る上で参考に資するであろう。
Nお わりに 一乱世の剣術から治世の剣術へ
「財津奥 書」において 「相手モ 多人ナ リシニ,多 クハ 木太 刀亦ハ 棒ニシ テ,シ ナヘモ ア リタ リ。真
剣パー度モ見ヘ ズ」 と記 される ように,ま た,本 稿1Uの1)に おいてみて きた ように,『疋 田廻 国記』
には真剣 との立合はみ られず,最 も多いのが木刀 との立合であった。
また,相手を殺傷 した り,あるいは疋田が怪我を負った りとい うような記述 も一切み られず,疋 旺は
り後の時代に諸国を行脚した宮本武蔵の仕合にみられるような,殺 伐 とした空気は本書にはない。
尤も,真剣でな くとも木刀であれば十分に殺傷力があるわけであり,なかには5～6尺の筋金入り
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9
木刀や棒を手にする相手もあ り,それに3尺3寸 のシナへ(袋 しない)で 立ち向かった(疋 田先生
● ● ■
ハ全クシナヘニ テ始終立合ア リ…「財津奥書」)胆力 と,悉 く勝ちを収めた力量 とは,称 賛 に値する。
柳生新陰流の剣法を説いた 『本識三問答』(『武術双書』所収)に,
● ■ ■ ●o・
しなひは真剣の味な り。真剣は惜まず打つ,しなひも憎まず打つ,是同意也。木太刀は手に当て
られず,惟みて打つばかりなれば,唯 さすりて置 く同然也。真の勝負の時こそ真の打は出すべし
● ● ●
といふ事愚な る事也。柳生流 の分別 には,木 太刀は振 りよき物 色。 しなひは手の内も悪 く,.当た
ればたはみて人見憎 し,留 めて も先曲 りてあたる物也。遣ひに くき物 にて稽'占をさせて,さ て木
● ● ●
刀真剣の しな ひよりも手の内 よ くしてっかひ よし。(傍 点筆者)
とあ り,柳生新陰流が柔軟性のある袋しないを用いる理由は,① 修練時に惜 しまない(遠慮 のない)
打撃がで きる,② 打撃時 に先がi掬が るため真剣 ・木刀 よりも使 いに くい。 その使いに くい ものを 日々
修練す ることに より,い ざ真剣 ・木刀 をもつ ときにはむ しろ使いやす くなる,と い う考 え方に基づ く
ものであ った。疋 田にとっての 「シナへ」 も,ま さにそ うした意味 においての 「真剣の味」であった
ろ う。
また,立 ち合 った後,感 服 した相手宅への同行を求め られ,一 夜 あるいは長逗留 した例 が,甲 斐岩
本 ・成 田清岩,武 蔵岩槻 ・筑摩利兵衛,伊 勢松坂 ・上原斎左衛門,大 和松山 ・丹生藤太夫,山 城 ・富
島主計な どの項にみ られ る。 とくに球戯岩槻 では22日,山城では100日逗留 して いる。 これ らの こと
は,当時の廻国修行や仕合が一撃 必殺,あ るいは生死の境に出入 りする覚悟を要するものであった一
方 で,疋 田の廻国 にみ られ るように,一 旦勝 負が終わ り打ち解ければ,師 弟の礼を とり,逗 留 して親
し く教授 する,あ るいは教えを受け る,と い う側面があったことを示 している。
また,こ れだけ広範囲(東 は武蔵 ・下野か ら西は長門 まで)に わた る疋 田の足跡 と,先 に見たよう
な長期の逗留などは,師 ・ヒ泉の廻国 と上方滞留,徳川将軍家や尾張家への柳生新陰流の採用ととも
に,袋 しな いによる稽古 ・仕合法を,ひ ろ く普及させた こ とは想 像にかた くない。
しないに よる稽古 ・ft:合の普及 については,宮:水球 蔵r五 輪書』 火之巻(1644)に「先づ世間の
● ● ●
人毎に,兵 法の利 をちいさ く思ひな して,一 ・中略 一,しな いな どにて,わ っかのはや き利を覚え,手
を きかせな らい,足 を きかせならひ,少 しの利のはや き所 を専 とする事也」 とあ り・また・小出切'冒'
雲 『夕雲流剣術書』(1686)にも 「天下の武士共安閑に居睡 りするや うに成行て,一 中略一 木刀 ・
己姦δな どにて互の了簡を合せ試 る事,兵 法の習いと成て」 とあるように(傍点筆者),泰平到来に
よる武士の惰弱化に伴う,剣術の衰退 ととらえる批判的な見方もあった。
しないうち
しか し,3代 将軍家光(在 職1623～1651)が,世子 時代か ら度 々催 した大掛 か りな 「鞭打」(袋 し
ないを用いての馬上戦闘訓練)の様子がいくつかの図屏風などにも遺されているように・しないを用
いての修練は,安 全性を確保しつつ,か つ遠慮のない打撃を可能にしたたぬ 泰平(治世)到 来時に
おける新 しい剣術(兵法)のあ りかたを示す象徴的存在 となっていった・
その後,剣 道具(防 具)の 開発 ・改良,四 つ割gの 長 しないの開発な どを経て・剣術は今 日の剣道
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に近い姿をととのえて行 くことになるが,剣道 という身体運動文化を構成する重要な要素である 「し
ない」 と,仕合(試 合)方 法との初期成立過程を考えるうえで,『疋田廻国記』は多 くの示唆 に富ん
で い る。
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資料1鈴 鹿家文書 『疋田豊五郎入道栖雲斎廻国記』(全文)
凡例
…・、財団法人 ・全日本剣道連盟所蔵本を底本とし,筑波大学武道文化研究会編 『新陰流傳書集 下巻』所収本に
拠って,こ れを校合 した。
二、漢字 は,な るべ く原文通 りに翻刻 した。
三、明 らかな誤字は訂 正した。
曹
四、適宜,句 読訓点,ル ビ,傍 点を付 し,ま た,注 釈を 〔 〕内に施 した。
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細川候蔵 新陰流 剣術先師 疋田豊五郎入道栖雲斎廻国記
〈表紙〉
新陰流剣術先師 疋田豊五郎入道栖雲斎廻国記 全
〈本文〉
一 長門ニテ,交 野伊織 卜云者,立 合三木。初手,諸 手身下グ間二留 ル所,頭 ヲ打。 次又,同 前也。三本 目二腰
しゅざよう
ヲ撫 右之肩ヲ打。其臨 木刀ヲ捨テ 一ー礼有テ,戸 田流執行仕,葺七上ナク存候二,無 是非一r二合ニテ側 舗
大望之由申候得共,廻 国之旨申聞ケ通帳也。
… 石見濱田ニテ,片岡伊左衛門 ト云者,六 尺余ノ棒ニテ立合。打突ナ 兎 狩ニハ先々,片手打突ニハ扇團シテ
手ヲ勝專十度二及。存之外成事 トテ二度所望ス。サカシラ流 ト云棒之由。
一 伯者大山ニテ,信田浮林 卜云考,三 尺余ノ八角二,筋 金渡シタル杖 トモ棒 トモ難二見合 一物ヲ持来ル。仕合望
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カ ト言。立合パ直二 日通 リ押掛二,向 身ニテ行懸ルニ引取,真 前ヲ左之手ニヨリ頭二懸ケ打,右 之手二村ヲ
押 付ル。 今一本 ト言 。又如 レ前立 合。扇團位ニ テ先 ヲ打 バ,ウ タレコ ミニ引所打色見 工候 二付,ツ 寸ケ打 二
頭 ヲ三ツ打。不レ及 ト云テ止ル。夢想新貫 ト申流儀之由。
`鳥取D3∫ がみうち
_{ 因幡 トヅ トリニ テ,野 上半 左衛 門 ト言者,'立合三本。 拝打 二懸ル。 引受 々女扇團 シテ両手 ヲ打。後モ又同
ジ。 三本 目ニハ逆 風ニ テニ ッ勝。初心二見ヘ タル二 三 リ,随 分御 執行肝要二被一二思召.、ヨ トテ事終 リ。木 刀ハ
四尺 余二見ヘ タ リ。
_昌 自
● ● ●
但馬豊岡ニテ,松嶋金弥,三 尺余ノ木刀中段ニサシ来ル。此方ノシナヘヲ木太刀ノ切先二指付レバ,引 貫テ
さっささ
打。 アマシテ頭ヲ釘。次モ又同所也。亦 ト言テ,一 尺五六寸ノ木刀ヲ左工特,市 之過差付来ル。如レ前功前
● ● ■
ヲアヤッ レバ,小 太 刀ニテ シナヘ ヲ押ソ トス。其手 ヲ勝パ,右 恵方二面打 ソ ト色 ドル,其 ノ先 ヲ勝。 何 レモ
ばかり
浮舟 ・残心 ノ位ヲ以片手打二勝也。御上手 ト申 タル斗・也。
しな オ(縫 い,
_喝 丹後吉坂ニテ,池 田十蔵 ト云者,三 尺余ノ鞘柄先紫波こテヌヒタ・ミタリ。立合二,中 段二片手構差出シ左
ノ方三廻 リ,夫ヲ引受ケ此方モ廻ル内二少シ止り見スレバ,打 色見ユ所 ヲ首ヨリ右之手二懸ケ打。二間程シ
ザ リ今一・本 ト。最前二不 レ替勝。 又 ト云。構不 レ変,今 度ハ流懸行形二先ソ ヲ打。ハ ッ ト申テ,ア ヒサッモ ナ
カ リケ リ 。
・ 丹波矢原ニテ,浅野次左衛門 卜言者,立 合二本。五尺斗 リ大木刀ニテ,千鳥足ニテ十字ヲ書様三振来ル。中
筋 ヲ打二頭二當ル。今一本 ト云 ヲ見ルニ,殊 之外赤 面二見ヘ タ リ。 五二前二不 レ替立合故,如 レ前勝二,片 手
打不レ切 卜言。心得 タ リトテ,ッ くケ打二頭 ヲ三ツ打 バ,ア ヤマ リタ リ トテ,頓 デ立帰ル。
● ● ● ●
一 摂津池田ニテ,生 田五兵衛 ト言者,立 合五本,前 二本打,後 三本小シナヘニテ勝。是ハ,彼者望来故。手モ
ナキ者也。
一 一
(1悪騒1
出雲松江ニテ,宗規僧難二見分 坊 主,立 合二本。長四尺斗ノ樫ノ杖ニテ,右マワシクルクル トソリ来ル真中
ヲ打,頭 上二當ル。 今一 本 ト言。 同ジ仕懸故.此 方モ同前二勝也。杖 ヲ捨 テ,三 度礼拝 シテ行。
一 近江彦根二而,宇 祢野平蔵 卜云者,立 合三本。四尺五六'寸斗リニ見大木刀ニテ,引打二身下グ。立所ヲ不動
居 付タリ。片 手打二頭 ヲ勝。 三度共 二,少 モ不 「相変_也。
しなえ(恰 慶D
一
一
美濃大垣ニテ,莚田主殿 ト云者,立 合三本。鞘其外見溝恰合共二,丹後池田十蔵二少モ無レ変,勝 位モ同前ナ
リ。
信州松木ニテ,鏡 摩右近 ト言者,立 合二本。五尺斗リノ木太刀ネヂ構也。行形二勝。構モ直不レ得,強 クカ
ス リタル斗。ア ヒサツニ,不 思 議成ル事 卜斗 リ。
r一
〔マ 『η
甲斐 岩木 ニテ,成 田清岩 ト言者,立 台三 本,何 レモ左イ{下段 ヨリツ リ未進也。数 々ノ拍子ニテ頭 ヲ勝 也。悲
年 ヨリがん流 ヲ稽古 仕候。 御相手 ニナ リ楽二見合戸}申候 二,具 眼 二方 ・リ不レ申様i當リ候パ,扱 モ驚入 タリ
事共 ト手 ヲ合 セ,摩 利支天ニテ可レ有 レ之 トテ,我 家エ連行,雨 夜一 日上置,心 持 ヲ問。荒増物語 シテ帰 也。
…
し な えζ岩槻,
武蔵岩付二面,筑 摩利兵衛 ト言者,立 合三本。二尺五寸斗 リノ靹ナへ片手打。太刀モ延ビ,ク セモナキ兵法
故,奇 特 二存,様 子封 侯ヘバ,新 陰 流 ノ由申候二村,太 刀筋 ヲ所望 スルニ,無 レ紛,猿 飛 ・三学 ・位詰其迄
〔R<こそ
二仕候得共,天 狗書 ヲ仕 り不 レ申,望 ミ候得共,御 自分社 カロ ク可二思 召..,我等二於 テハ重 ク稽'古佐多ル太
刀二俣得バ,難 レ叶 ト言。愈以奇特 ヲ感ジ,存寄ヲ相談仕可レ進候。我ハ上泉武蔵守直ノ弟子,疋 田豊五郎入
道栖雲 斎 ト中老也 ト言 エバ,汲 々,氏 神 ノ引合可 レ成故,御 礼可 二申述_,我 家工連行,麻 上下 ヲ着・.三方 二
の し
饗斗ヲ置テ持来 リ。奉 レ願 トテ一 礼ス。亦,三 方 カワラケ出 ス。御 盃被レ下 ヨ ト言。盃済テ,我 等二表 ヲ望ム
二仕見スレバ,涙 ヲ流シ悦事カギ リナシ。嶋田モ楽二打太刀シテ打 トケ,稽古初リ,廿二 日逗留シテ帰ル。
我等二金子三両送ル。嶋田…両。道三果余リ来りテ,又 々御縁ヲ奉レ待候 トテ,直二分ル ㌔
右利兵衛,阿 部備中守殿之侍也。
一 一 邑 下野 今市こニテ,大 宮源次 ト云者,立 合三本。 五尺 余 ノ太刀,柄 一'尺三寸位置ニシテ,八 寸程 ノカギヲ附 ケ・
紅 ノ大打緒 ヲ附,其 緒 ヲタスキニカケ,イ カメシ ク,勝 ハ少シモナ ク,立 別候二,何 方工参候 卜申二付・陸
奥ノ國ヲ心差候 ト申セバ,彼 者陸奥ノ国ヨリ此他工兵者参リ居,我 等モ彼弟子 トナ リ大工可レ参ト申セバ・
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源次同道セン ト彼者'二行,
一 陸奥満塁,羽 武隈隼人 卜申,松 平陸奥守 ノ侍ニテ有レ之シニ,不 足ノ事共有立退,二 三年當地工罷在候。兵
渡御修行者 トハ珍事ナ リ。勝負可レ仕 ト,四尺斗 リ木太刀二,筋 金四方二打 タルヲ持,立 合三本。手モナク
勝。不思議 ト斗申テ居,早 参イリ候 トテ立出シハ,彼 者是 ヨリ何方へ御越力 卜問二,貴 所 ノ本國工参ル ト申
セバ,彼 者留ル。大国 ト乍レ申兵者無テ,我 等二手三 夕ツ者ナシ。彼地ハ御越御無川 卜申故,武 蔵工立帰
一
リ,江 戸 ニ テ,
(歯噛点〕〔受響,
一一 藤 津藤 内 ト云者 ,立 合 三本,居 合二 本,以 上五 本。 ア ヒソモナ ク打 付ル。 ハガ ミヲ成 シテ,泪 ヲ流 シ,執 行
■ ● ●
之志 ヤ ラヌ ト言。我 申ハ,木 太 刀 ・シナ エニ テサへ頭 ノ上 二 トウスマジキ ト。 その 口.1二片腹 イタシ。年 ノ若
候得共,イ ッマデモナガラへ執行シテ,上手二成給へ,工 夫可レ然 ト言捨テ,笑 テ立別ル。
一 駿河岩本二而,瀬 戸半左衛門 卜言者,立 合二本之内,頭 手足ニカケテ小拍子ヲ以,十 五六度勝。 カタマ り
テ,間 近 ク身下ル。 川中ニテ座頭 ヲナプル 事モ,カ クコ ソアラン。
一 遠江横須賀ニテ,清 瀧圖書 ト言者,立 合三木。六尺斗リ八角ノ棒ニテ,引 打ニス。身下リ進ム事ナシ。踏込
テ片手打二勝二,彼 老申様,左 様二軽キ事 ト可レ申炭 ト言。重壁カ ト言テ流 レ懸 り,頭上 ヲッ 寸ケテ三度
勝。彼者涙 ヲナガ シ,掠 々魂 ヲツブシ申 トテ苦笑スル事,シ ヲレテ,立 別。
r一 三河鶏陸ニテ,;村 三太夫 卜言者,立 合。木刀細 メニテ三尺斗リ見ユ。間 ノ境ニテ木刀ヲ切下ゲ,其 形二右
(一ぜ マ 〕
足 ヲ先王延展,加 茂 ツス見ルニ,足 ヲチ ずメ立上 ラン トス所 ヲ,両 手 ヲ揃テ勝。 又 ト言,今 度ハ 中段直 シ,
L
● ■ ●
サシテ来ル。木刀ノ先ニシナヘヲ付レパ,ハ ズサソスル。持合テ付込バ,左 之足ヲ折テ引打二此方ノ足ヲ
{ママ》
梯。 右足斗 アマ シ,髪 ノ結 目ヨ リ滞ニ カケ強 ク勝。 其時 本刀 ヲ捨 テ,御 呼 ピケル事:哉ト,御 名 ヲ問二,名 乗
テ帰 ル。
一 伊勢松坂ニテ,上 原斎左衛門 卜言者,立 合中皮 卜申二付,立 合候。色々様々ハタラク働キ打見レ ドモ,カ ス
⊂{『〕
リモ来 り不 レ申。 いかない かな とて取 オサム。一夜 同宿 トモシテ,翌 朝別 ル。
一r一 瀕 上野ニテ,囎 卑 〔下川謝 金旺道の鍵 』には,一学〕 卜言者拉 ぐ㌃。三尺酎 斗リノ好 人三潴
● ● ●
渡六寸程 ノ樫鍔 ヲ懸ケ,差 出シ来ル。此方ノシナヘヲ切崎二押留ルニ,無 理二郷来ル。彼が左エヌケテ頭ヲ
勝。スカシタリトテ,又 木之所工戻 り,如 レ前差テ来ル。此方之勝 トスルニ,引 取也。其所 ヲスカサズ,左
x
ヨリ鼻ニカケ跡ノ附程當ル。今一ツ云テ,今 度ハヤヲ特操二播テ,間 ノ境二面突。此方ノ左ノ身ヲサシテ,
○ ● ●
片手打二彼が首ヲ勝。シナヘヲ捨テ,我 等が腰二取ツカソ トテ,左 ノ手ニテ彼が頭ヲ押へ,背 ヲニッ打。本
心 力 卜言バ,ア ヤマル トテ退 キ,御 叶 タル事 カナ ト申立,帰 ル。
_r一
● ● ■
大和松山ニテ,丹生藤太夫 ト言者,立 合二本。驚入タル躰ニテ,シ ナヘヲ捨,何 方ヨリ御越ケル,御 名字ハ
ト問。細川兵部太夫家中疋田豊五郎入道栖雲斎 ト申セパ,旗 師京都工罷花候。兼々御噂申聞置候。我家工連
行,終 日終夜モテナ シ,翌 朝ハ 止留候へ共,暇 ヲ申テ帰ル。
一 山城二立越,彼 藤太夫物語ノ雷鳴主計二号候へ共,兵 者留守ニテ不レ逢候間,愛 宕堂 ノ有ケルニ休 ミ居候
処,彼 主計来リ,勝負 ト云。立合五尺斗ノ大太刀ヲ,四 方二筋金 ヲ渡シ,紅 ノウデヌキ付タリ。拝殿ニテ立
合。 スキマナ シ横 ブ リスルニ,深 入込 故,ア マ シアマ シ スルニ,拝 殿 ノ腰板 二胡崎常 ル程二打佛 イ,ハ ッ ト
聲 ヲカケ,諸 足揃へ飛 上 リ,彼 が首 ヲ勝 。彼 申様ハ,是 ハ ロ本 一 タ リ トテ,木 刀 ヲナゲ捨一礼 シ,此 辻堂二
よき
御座ナサレ而ハ如何候間,我 家工御越 破レ下候へ トテ,姉 小路ノ町裏二同道 シテ行。能牢人ニテ様 々心入二
.テ,其夜:又立合。無レ勝ヲ悔テ弟子二 卜頼申候二村,百 日滞 リ,彼者十七歳ヨリ数流ヲ執行仕,相 弟子ハ申
よく
二不レ及,西 国工執行二糖越,以 上三十人 卜仕合ヲ仕候へ共,ア ヤウキ事ナク能帰 リ候。汲々御縁二逢無二此
上一,候1㍉偏二愛宕権現御引合ニチモ御座候半 ト,不レ斜悦,最 早西国工御越無用二被レ成可レ然 ト申程二,摂
津ノ様 々立越,大 坂 ヨ リ舩二乗 リ,慶 長六年二月十五 日,豊 前 工着 シテ,岩 之段 被二串上_,御 前工被二召出 一
御尋二村,申 上ゲ之通書記置也。
(マ ー`⊃
同十八 日,本知二百石,宇 佐郡之内ニテ被レ為二拝 領_,〔細川〕忠興公 ヨリニ百石御領知之内手無郡〔下毛郡〕
諸 田ニ テ被レ下候。 世上無二兵者.無 二二流儀_,外 人可レ多レ笑。一流之外不 レ可 レ有二他見他書..。弥可 レ秘者也。
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剣道の発達過程に関する研究一一 「しない打」の源流をたずねて:『疋田豊五郎入道栖雲斎廻國記』の検討一
慶長六年三月 疋田豊五郎入道栖雲斎
〈奥書〉
ぐつしろ
疋田氏ハ,本名苗深野也。今八代御城附深野弥三:右衛門先祖之弟ニテ,
三斎 〔忠興〕様 御代,小 倉ニテ被二召仕 候 二,上 泉殿 ヨ リ流儀 ヲ習傳鍛錬二付,廻 国 ノ望 ヲ発シ,'其段御前
{矧
エ申上,本 地 戴百石差上,御 暇 申上 候処,一 懸ニ テ御免ナキ故,再 三奉レ願蒙二御免一一。右之通廻国ft:,帰国
之上,本 知 被レ為 二拝 領一候 由。一且又,嶋 田 ト有レ之候者,嶋 田清六 卜串シ而,歩 小姓 タリシ由,師 廻国ノ望二
付徒組 リ,師恩報度 旨,無 二余儀..奉レ願,:是モ御暇破レ下候二村',従廻 国致シ候 由,承 候也。
財津先生所蔵書
〈財津志満記奥書〉
【寧追僅〕
此 ノ廻国記録ヲ誼ムニ,至 テ肝要ナル処 ヲ記セシモ ノニテ,亦 文モ簡易ナ ラ仕合モ誠ニムザ ウサナ リ。疋田
● ●o● ●o
先生ハ全 クシナヘニテ始終立合ア リ。殊二小 シナヘ ノ仕合モ 見ヘ タ リ。相手モ 多人ナ リシニ,多 クハ木太刀
o● ●
亦ハ 俸ニシテ,シ ナヘモア リタ リ。 真剣パー度モ見ヘ ズ。場所ハ如何様 ナル処 力,固 ヨリ師範 ノ稽古道:場ノ
様ナル場所1一モ見ヘザ リシナ り。思フニ當時,熱 心ナル人t,ガ浪人ニテ嗜 シ執 行シ,上 達スレバ諸国廻 リテ
仕 合ヲナス事が流行,最 早関 ヶ原戦モスソ ダ後 ニテアレ共,血 醒キ世 ノ中ナ レバ,武 藝大ニモテル時ニテ,
日本 二名高 クナ レバ大名 ヨリ抱ヘラル事ア リ。故二次第二剣術家ハ盛ニ ナ リタ リ。 然ルニ疋田先生ハ無論新
(賜槻〕
陰 流上泉先生ノ直門 タル事ハ,疑 フ可カラザル事:実也。此 ノ仕合 ノ内,武 蔵君付筑摩利兵衛 トノ仕合,太 刀
● ● ● ● ●
筋所望 二応 ジ,双 方仕ヒ方ア リシ事 ハ,誠 二新陰流 ノ真面 目ナ リ。方今撃剣 ノ仕合方,及 ピコ ミシナへ 〔今
日の4本 組 の竹刀〕ニテ ノ事ハ,疋 田先生方 ノ時分 トハ大二相違セシ ト錐 ドモ,此 ノ廻国記 ノ如 キハ,必 ズ
熟読 シテ剣道家 ノ参考 トナルベ ク,亦 新陰流 ノ門∴入タル人ハ,必 ズ一 見シテ,深 ク真意 ヲ悟ルベキモノ ト
信 ズ。
大正三年三月二日 財津先生識
□
(ながお ・すすむ 商学部教授)
魎
